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建築関係専門技術者に
よる応急対策活動に関
する協定を締結

小金井市消防団が
消防総監賞を受賞
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　地震等により大規模な災害が発生した
場合に、被災した建築物等に対する緊
急・応急対策を円滑に進めるために、７
月１日に、東京建築士会多摩ブロック南
部支部と建築関係専門技術者による応急
対策活動に関する協定を締結しました。

　７月２０日に小金井市消防団が消防総監賞
を受賞しました。４月２５日に緑町で発生し
た火災において、市消防団の延焼防止活動
等が功績として認められました。
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　市では、小金井由来で歴史的価値のある貴
重な文書や写真・陶磁器等を集めています。
心当たりのある方は廃棄する前に、ご相談く
ださい。
 生涯学習課文化財係（☎０４２−３８７−９８７９）問

貴重な歴史資料の収集

【実際に市民の方から提供いただいた資料の例】
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　この運動は、交通安全の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を
習慣付けることを目的に毎年実施しています。
　この運動を契機に、交通事故防止に努めまし
ょう。
【重点項目】
渇子どもをはじめとする歩行者の安全と自転車
の安全利用の確保
渇高齢運転者等の安全運転の励行
渇夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等
の危険運転の防止
渇二輪車の交通事故防止

【自転車の安全利用五則】
渇自転車は車道が原則、歩道は例外
渇車道は左側を通行
渇歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
渇安全ルールを守る（飲酒運転・二人乗り・並
進の禁止、夜間はライトを点灯、交差点での信
号遵守と一時停止・安全確認）
渇子どもはヘルメットを着用
【９月３０日は交通事故死ゼロをめざす日】
　記録の残る昭和４３年以降、毎日、国内で交通
事故による犠牲者が発生しています。この運動
を契機に、今一度、一人ひとりが交通ルールと
マナーを守り、交通事故防止に努めましょう。

害害◇共　通◇害害
 市交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７−
９８５０）、小金井警察署（☎０４２−３８１−０１１０）
問

世界一の交通都世界一の交通都市市
ＴＯＫＹＯを目指し　ＴＯＫＹＯを目指してて

９月２１日（祝）〜３０日（水）

秋の全国交通安全運動
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